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Designing a lecture model for “Introduction to Teacher Training Course” realizing 
active learning 




























































































































































































































































































































































































































 54 赤 井 秀 行 
コアカリキュラムで求められる内容を網羅し、さら
に、学生が教職論の各講義後の小学校インターンシ
ップにおいて「何に」、「どのような視点から」着目
すればよいかを把握しやすいように内容を構成して
いる。例えば、第４回後の小学校インターンシップ
では、「放課後の教員の授業準備の様子」、「授業中の
机間指導や声掛けのしかた」、「授業外での個別支援
の様子」等の観察が期待される。第５回後の小学校
インターンシップでは、「休み時間の教員と児童のか
かわりの様子」、「児童同士のトラブルの際の、教員
の指導の様子」等の観察が期待される。また、第６
回後の小学校インターンシップでは「特別支援学級
担任と通常学級担任の打合せの様子」、「特別支援学
級在籍児童が通常学級から特別支援学級へ移動する
際の声掛けの様子」等の観察やそこでの気づきが期
待される。小学校インターンシップにおける観察の
対象や視点を明確にすることは、学生の観察や気づ
きの質を高め本人の外化及び内化を深めるだけでな
く、その後の⑥の活動の題材となる事柄の充実にも
つながる。 
 
 
４．まとめ 
 
 今後の小学校インターンシップの拡大を見据え、
小学校インターンシップと教職論を関連付けること
により、理論と実践の往還による学びとアクティブ・
ラーニングを両立し、さらに相乗効果をもたらすこ
とのできる教職論講義モデルを設計し、講義計画の
策定を行った。今後、本モデル及び講義計画に基づ
いた大学での実践を通じ、受講学生によるアクティ
ブ・ラーニングを実現することができたのか、また
その結果として受講学生の資質能力の向上を実現で
きたのかを検証することが課題である。 
 本研究では教職論を対象とし、講義モデルを設計
した。しかし、アクティブ・ラーニングは教職論だ
けに求められるものではなく、また、理論と実践の
往還を通じて学びを深めることができる科目も教職
論だけではない。各教科の指導法に関する科目では
学習指導案の作成や模擬授業を通じて、指導法の理
論に基づいた実践的指導力を育成している。しかし、
それらは大学内における模擬的な実践にとどまって
いることが多い。そのような各教科の指導法に関す
る講義についても、今回のモデルを援用し、講義の
あり方を再検討することが可能である。例えば、小
学校インターンシップでの授業観察や授業補助を行
う際、各教科の指導法に関する講義で学修した教授
学的な視点から教員の教授行為や児童の実態をとら
えることで、講義で内化された理論を実際の授業を
通じて外化し、理解をより深めることが期待される。 
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